
一般社団法人 埼玉県リハビリテーション専門職協会 

令和 6 年度 第 3 回理事会 議事録 

 

日 時：令和 6 年 9 月 9 日（月）19:00〜20:10 

場 所：オンライン（Zoom） 

参加者：14 名（理事 11 名、監事 3 名） 

理事）岡持、伊藤、蛭田、水田、阿久澤、駒井、茂木、大橋、平田、高木、中辻、大住 

監事）南本、宇田、田尻 

司 会：伊藤 

書 記：大住  

 

＜審議＞ 

第１号議案 第 2 回理事会議事録承認について 【大住】 

・ 7/29 に開催された第 2 回理事会の議事録について、内容の確認をお願いします。 

 

協議内容 

・ 特に問題はなし  

・ 第 1 回目の議事録に誤字あり。司会→士会に修正。 

 

＜決定事項＞ 

・ 満場一致で承認。ホームページに掲載を進める。 

 

第 2 号議案 R６年度リハ職育成研修事業 介護予防・地域ケア会議実務コース②  

【駒井さんより】 

・ 今年度２回目の地域リハ専門職育成研修事業「介護予防・地域ケア会議実務コース」につい

て企画しました。 

・ 講師は現在調整中ですが、確認・審議をお願いいたします。 

 

協議内容 

・  講師は ST 決定、OT 講師は現在調整中 

 

＜決定事項＞ 

・ 満場一致で承認 

 

 

第 3 号議案 R６年度リハ職育成研修事業 実践コース①-2 【岡持さんより】 



・ 今年度２回目の地域リハ専門職育成研修事業「実践コース①（旧 中級コース）」について企

画を検討しています。 

・ 企画案について 
・ 目的：今年度、埼玉県が推している「リハ専門職によるケアマネ同行訪問」、「短期集中予

防サービスによるご本人・家族への動機づけ支援」の具体的な内容について学ぶこと 
・ 方法：平日夜 2 時間程度でオンライン開催 
・ 対象：市町村事業に参加している専門職・今後当該内容に参加したい方 
・ テーマ：「可能性を引き出す評価・面談、効果を生む出す仕組みづくりと事業展開の汗と

涙」 
・ 次第（案） 
・ 開会挨拶（埼玉県）3 
・ 埼玉県の現状共有（①今年度から 3 年間かけ、短期集中予防サービスを、全市町村に展

開、②軽度者の悪化状況を踏まえ介護予防ケアマネジメントとサービス提供のあり方とそ

の結果を、データ的視点で効果判定したいという意志）5 
・ 講師①：防府市での短期集中支援の具体的内容、有効活用のポイント 50 

・  

・ 講師②：八王子市での必要者全員取りこぼさない支援と、事業の拡大・展開の工夫 50 



  

・ 質疑 10 
・ 閉会 2 
・ 講師候補 

² 防府市：岡﨑浩之氏（老人保健施設はくあい） 人口 12万 
² 八王子市：豊田平介氏（八王子市リハ専門職協会代表理事）人口 58万 

 
・ 協議内容 

・ ぜひ、参加したい（平田さん） 

・ シンクタンクはよく知られているものなのか？（伊藤さん） 

→ 厚労省の外郭団体「医療経済研究機構 https://www.ihep.jp/ 」で信頼できる 

機関と考えている（岡持さん） 

 

＜決定事項＞ 

・ 満場一致で承認され、埼玉県に企画を提案していく 

 

第 4 号議案 活動時に損害保険について 【大橋さんより】 

・ 前回の理事会でも協議内容にあがった損害保険を検討したい。 

 

協議内容 

・ OT 士会（大橋さん）と ST 士会（田尻さん）より、現在加入の保険の紹介があり、それぞ

れの保険について説明をいただいた。 

・ OT は、現在加入している、「福祉サービス総合保障」の資料をお送りします。こちらを利

用するには、社協への加入が必要です。埼玉県社会福祉協議会年会費は 18,000 円で



す。また、被保険者（会議、研修会当参加者の年間延べ人数）×（Ｂプランの場合）28 円

が保険料です。 

例）延べ人数 300 名×（B プラン 28 円+感染症オプション 1円）＝8,700 円となりますの

で、予算は 18,000 円+8,700 円＝26,700 円です。 

・ どこまで保障するか。年間の研修会の参加者 600 名だが、研修事業はそもそも対象に

なるのか？（駒井さん） 

→ 学会での備品破損も対象となった（大橋さん） 

→ 地域ケア会議の伴奏支援等も、しっかりと対象になると思われる（伊藤さん） 

・ 実際に保障の対象を OT 士会のものと、ST 士会のものを比較する必要があるのでは

（大橋さん） 

・ PT 士会は、年間 100 万円の保険。行き帰りの事故等の保障も対象にしているので、比

較できない。理学療法士会で独自に入っていて、会員自身への保障。（水田さん） 

・ 実際の保障が個人なのか、法人なのかで違いがある。社協のものは、法人対象だった

ので満額保障された。個人のものは規定が厳しい。（伊藤さん） 

・ OT 士会の賠償保険であれば、行き帰りの事故は保証にならない（大橋さん） 

・ 専門職協会の場合は、研修会の日程と人数を事前にその都度申請（特に対面）する方

が良いのではないか、レクレーション保険のように。（岡持さん） 

→ ST は１年間の概算で計算をし、契約している。 

多い場合は追加料金、少ない場合は払い戻し。（田尻さん） 

・ 今日は、方向性の審議を進めてはどうか？（伊藤さん） 

→ 両方の保険の内容を確認し、改めて次回の理事会で提案したい（岡持さん） 

 

＜決定事項＞ 

・ 保険に加入することは満場一致で承認。 

・ 今後は、岡持さんと駒井さんに保険の内容を吟味していただき、slack 上で審議。 

 

 

＜報告・連絡＞ 

１． 9/5（木）令和 6 年度地域包括ケアシステム実践者向け研修（介護予防実践研修）」の

「全体研修会」の報告 【駒井さんより】 

・ 今年度の新規委託事業の一つである、「令和 6 年度地域包括ケアシステム実践者向け研修

（介護予防実践研修）」の「全体研修会」を開催しました。 

・ 今後は、下記の日程で 10月に「個別相談会」を開催、令和 7 年 2月ごろに「取組報告会」を

開催予定です。 

 

 



２． 自立支援型地域ケア会議実践研修の予定 【岡持さんより】 

・ 今年度の新規委託事業の一つである、「令和 6 年度地域包括ケアシステム実践者向け研修

（自立支援型地域ケア会議実践研修）」の日程が県と相談し概ね決まりました。 
・ 11/4（祝・月）PM：助言者多職種研修 
・ 11/26（火）PM：コーディネーター向け研修 
・ 12/17（火）PM：ケアマネジャー向け研修 
・ 県内職能団体協力者等へ講師・運営等の協力依頼を進めていく予定です。 

  



 
 

３． Slack プロにグレードアップ完了報告 【大住より】 

・ 9月より、有料版プロにグレイドアップ（割引手続き）が完了しました。ご協力いただきまして、

ありがとうございました。 
・ すべてのメッセージとファイルの履歴の検索が、無期限となりました。 
 
４． 市町村の伴走支援の状況 【駒井さんより】 

・ IHEP+県＋リハ職による伴走支援事業への参加（日高市、嵐山町、吉見町、本庄

市、行田市継続中） 

 
 

 

その他 

・  リハ専門職協会ホームページに鍵付きページ（配布資料掲載等）の作成ができるか相談 

・ 行政の方とファイルをやりとりするときに、メールでは受け取れない容量だったり、ギガファ

イル便も使用が困難だったりする場合がある。行政が対象の研修会の際は、ホームページ

からパスワードでダウンロードできるとよい。（駒井さん） 

→ HP 掲載の際に、パスワードをつけて公開も可能なので、対応できる。（伊藤さん） 

→ 今後、相談いたします（駒井さん） 
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